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国
籍
を
持
つ
人
も
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期

間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原

則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
限
ら

れ
ま
す
）

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

　

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
の
保

険
料
は
国
民
年
金
法
第
87
条
に
お

い
て
１
６
，
６
６
０
円
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成
16
年
度
か
ら

の
物
価
と
賃
金
の
変
動
に
基
づ

く
平
成
28
年
度
の
保
険
料
改
定

率
０
．
９
７
６
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ

ご
存
じ
で
す
か
？

　

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

平
成
28
年
度
の

　

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　

月
額　

１
６
，
２
６
０
円
で
す

平
成
28
年
度　

年
金
出
張
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

り
、
月
額
1
６
，
２
６
０
円
と
な

り
ま
し
た
。（
平
成
27
年
度
か
ら

６
７
０
円
の
引
上
げ
） 

　

平
成
29
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
額
は
、
月
額
１
６
，
４
９
０
円

と
な
り
ま
す
。（
平
成
28
年
度
か

ら
２
３
０
円
の
引
上
げ
）

８
月
16
日
（
火
）

９
月
20
日
（
火
）

10
月
18
日
（
火
）

　

11
月
15
日
（
火
）

12
月
20
日
（
火
）

１
月
17
日
（
火
）

２
月
21
日
（
火
）

３
月
21
日
（
火
）

時
間
は
い
ず
れ
も

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】

　

総
合
セ
ン
タ
ー　

相
談
室

　

次
の
と
お
り
年
金
相
談
窓
口
が
開

設
さ
れ
ま
す
。
相
談
希
望
者
は
、
こ

の
機
会
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
を
受
け
る
際
に
は
、
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
書
類
が
必
要
で

す
。

【
日
時
】
４
月
19
日
（
火
）

５
月
17
日
（
火
）

６
月
21
日
（
火
）

７
月
19
日
（
火
）
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ヒ
ト
は
大
脳
が
発
達
し
、
自

然
科
学
、
芸
術
な
ど
を
解
明
・
創

造
し
て
い
ま
す
。
舞
台
芸
術
に
例

え
る
と
、
俳
優
さ
ん
が
大
脳
で
、

自
律
神
経
系
は
、
舞
台
を
支
え
る

大
切
な
裏
方
さ
ん･･･

。

　
　

自
律
神
経
系
っ
て
、
何
だ
か

難
し
そ
う･･･

。

　
　

自
律
神
経
系
に
は
二
系
統
あ

り
ま
す
。
体
（
大
脳
）
が
、
挑
戦

し
て
い
る
時
に
優
位
に
な
る
〔
交

血
圧
に
関
係
す
る
よ
ネ
。

　
　

一
般
的
な
血
圧
は
動
脈
圧
の

こ
と
で
す
。
心
臓
の
拍
動
に
よ

り
、
最
高
血
圧
、
最
低
血
圧
を
測

る
よ
ね
。
一
方
、静
脈
圧
も
あ
り
、

こ
れ
は
通
常
測
れ
ま
せ
ん
。
地
球

に
は
重
力
が
あ
り
ま
す
。
寝
て
い

る
姿
勢
か
ら
、
急
に
起
き
上
が
っ

た
時
に
、
大
脳
に
流
れ
る
血
液
の

量
が
一
定
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と

で
、
私
た
ち
は
姿
勢
を
保
ち
、
言

動
が
出
来
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
の

要
が
静
脈
圧
で
、立
位
に
な
る
と
、

下
肢
や
腹
部
の
太
い
静
脈
が
即
時

的
に
収
縮
す
る
こ
と
で
、
大
脳
の

血
流
を
一
定
に
保
つ
の
で
す
。

　
　

ノ
ー
ベ
ル
賞
以
上
の
優
れ
た

生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
だ
！

　
　

そ
の
通
り
。
一
方
、
緻
密
な

生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
を
崩
し
易
く

し
て
い
る
の
が
、
現
代
の
生
活
環

境
で
す
。

　
　

心
身
症
な
ど
、
図
A
に
陥
り

易
い
の
で
す
ね
。

　
　

そ
う
、
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
に

熱
中
し
て
い
る
時
も
A
。

て
、
目
の
前
が
暗
く
な
り
、
倒
れ

そ
う
に
な
り
、
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ

こ
と
が
あ
る
わ
。

　
　

そ
れ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
、

イ
ト
！
」を
言
う
よ
ね
。一
方
、「
フ

ラ
イ
ト
」
に
は
休
息
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。

　
　

今
、
杉
太
ク
ン
は
、
自
分

で
考
え
て
呼
吸
回
数
を
決
め
て

い
る
？ 

食
事
を
し
た
ら
、
消
化･

吸
収
の
様
子
を
知
っ
て
、
調
節
し

て
い
る
？ 

尿
量
は
？･･･

　
　

ワ
ォ
。
自
動
シ
ス
テ
ム
！

　

A
が
続
く
と
、
体
に
過
剰
な
ス

ト
レ
ス
を
強
い
る
の
で
、
体
調
を

崩
し
、
結
果
、
大
脳
も
疲
弊
す
る

連載	♪	第３回

小児科	大谷恭一

自
律
神
経
系
と
大
脳
（
上
）

来
ま
す
。
森
に
入
っ
て
、
深
呼
吸

す
る
こ
と
で
、
大
脳
が
心
地
良
さ

を
感
じ
、
体
の
リ
ズ
ム
も
良
く
な

る
。
ま
た
、
呼
吸
を
止
め
る
こ
と

で
、
海
に
潜
れ
る
。

　
　

ア
ッ
、
呼
吸
以
外
は
、
心
拍

数
や
血
圧
な
ど
、
全
て
、『
完
全

自
動
シ
ス
テ
ム
』
な
ん
だ
！

　
　

立
ち
く
ら
み
、
つ
ま
り
失
神

発
作
の
経
験
は
あ
る
？

　
　

私
、
あ
り
ま
す
。
立
っ
て
い

感
神
経
系
〕

と
、
心
身
を

休
め
る
時
に

働
く
〔
副
交

感
神
経
系
〕

で
す
。

　

仕
事
・
勉

強
や
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
時

な
ど
、
ガ
ン

バ
ル
時
に
英

語
の
「
フ
ァ

　

そ
う
か
、

体
温
調
節
や

心
拍
数
と
か

血
圧
も
自
動

シ
ス
テ
ム
だ
。

　
　

呼
吸
は
、

自
分
の
意
思

で
、
深
呼
吸

や
息
を
止
め

る
こ
と
が
出

な
ど
悪
影
響
が
大
き
い
。

　
　

冬
に
暖
房
過
剰
、
夏
に
冷
房

過
剰
の
生
活
環
境
の
た
め
に
身
体

機
能
が
低
下
す
る
の
が
B
で
す
ネ
。

　
　

は
い
。
交
感
神
経
系
、
副
交

感
神
経
系
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
活

性
化
し
続
け
る
C
が
願
い
で
す
。

副
交
感
神
経
系
は
、
食
後
の
休
息

や
、生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
、

早
起
き
・
早
寝
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
が
基
本
で
す
。
心
静
か
に
、ゆ
っ

く
り
と
呼
吸
を
す
る
こ
と
も
ね
。

　
　

次
回
は
、
交
感
神
経
系
を
鍛

え
、
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
健

康
の
水
準
を
高
め
る
方
法
の
ご
提

案
で
す
。


